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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:DNA損傷後の腫瘍性形質転換細胞におけるアポトーシスを媒介する。発生には必須ではないが、形質転換細胞における細胞接着および成長因子シグナル伝達に影響を与える。欠失が腫瘍形成を引き起こすため、腫瘍形成に負の役割を果たす。多数のタンパク質の細胞内タンパク質輸送に関与する。PKN1をエンドソームに標的化し、後期エンドソームからリソソームへのEGF受容体の輸送に関与する。また、血管発生中の内皮細胞の生存を促進するAKT1/AKTの安定性および核輸送にも必要である。,その他:RHOBは、現在癌治療薬として研究されているファルネシルトランスフェラーゼ阻害剤の標的の1つである。これらはゲラニルゲラニル化されたRHOBのレベルを上昇させ、誤った局在を引き起こし、アポトーシスおよび抗腫瘍効果をもたらす。,PTM:プレニル化はRHOBの細胞内局在を特定する。ファルネシル化された形態は細胞膜に局在し、ゲラニルゲラニル化された形態はエンドソームに局在する。,類似性:小型 GTPase スーパーファミリーに属する。Rho ファミリー。,細胞内局在:後期エンドソーム膜 (ゲラニルゲラニル化された形態)。細胞膜 (ファルネシル化された形態)。核辺縁部および核内にも検出される。,サブユニット:ROCK1 および ROCK2 に結合します。PKN1/PRK1 にも結合します。ARGGEF3、RTKN、AKAP13 と相互作用します。,機能:DNA 損傷後の腫瘍性形質転換細胞でアポトーシスを媒介します。発生には必須ではありませんが、形質転換細胞の細胞接着および成長因子シグナル伝達に影響します。欠失により腫瘍形成が引き起こされるため、腫瘍形成に悪影響を及ぼします。多数のタンパク質の細胞内タンパク質輸送に関与しています。 PKN1をエンドソームに輸送し、後期エンドソームからリソソームへのEGF受容体の輸送に関与する。また、血管発達中の内皮細胞の生存を促進するAKT1/AKTの安定性と核輸送にも必要である。,その他:RHOBは、現在癌治療薬として研究されているファルネシルトランスフェラーゼ阻害剤の標的の1つである。これらはゲラニルゲラニル化されたRHOBのレベルを上昇させ、誤った局在を引き起こし、アポトーシスと抗腫瘍効果をもたらす。,PTM:プレニル化はRHOBの細胞内局在を特定する。ファルネシル化された形態は細胞膜に局在し、ゲラニルゲラニル化された形態はエンドソームに局在する。,類似性:低分子GTPaseスーパーファミリーに属します。Rhoファミリー。,細胞内局在:後期エンドソーム膜（ゲラニルゲラニル化形態）。細胞膜（ファルネシル化形態）。核周縁部および核内にも検出される。,サブユニット：ROCK1およびROCK2に結合する。PKN1/PRK1にも結合する。ARGGEF3、RTKN、AKAP13と相互作用する。,
	研究分野
	シグナル伝達; 細胞骨格 / ECM; 細胞骨格; 微小フィラメント; アクチンなど; アクチンの組み立て; シグナル伝達経路; Gタンパク質シグナル伝達; 低分子Gタンパク質; Rasファミリー; タンパク質輸送; 小胞輸送; 調節
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	RHOB抗体のウェスタンブロット分析。右レーンはRHOBペプチドでブロッキングされている。
	

	RHOB 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

